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は じ め に

科学技術 の進展 や経済の発展 は、情報化、国際化 、高齢化 な ど社会の各方面 に大 きな変化 を

もた らして いる。 このよ うな社会の変化に対 応 して、 これか らの高等学校教育 においては、 基

礎 ・基本 を徹底 し、個性や 創造性を伸長す るとともに、生涯 にわ た って継続的 に学習す る意欲

や態度 を育成す ることが求 め られてい る。 とりわけ、職業教育 において は、専門 に関す る基礎

的 ・基本的 な知識 ・技術 を確実 に身に付 けさせ る とともに、 自 ら課題を発見 し、課題の解決 に

向か って主体 的に取 り組 んでい く能力や態度を育成す ることが重要で ある。

一方、職業科 では、 目的意識が明確でない生徒 や基礎学力が十分身 に付いて いな い生徒が増

加す る傾 向にあ り、 これ らの生徒 に対 して学習 指導 、進路指導、生活指導等を充実 して い くこ

とが大 きな課 題 とな っている。

本部会 では、 この ような社会の変化に対応す るとともに、生徒 の実態 に即 した職業教育 を推

進す るためには、実験 ・実習等の体験 的な学習 指導 を通 して基礎的 ・基本的な知識 ・技術 を確

実 に身 に付 け させ るとともに、将来の職業生活に対 する見通 しを持 たせ、 目的意識 を持 って学

習 に取 り組 ませ ることが大切で ある と考え、実習指導及 び進路指導上 の課題 を明 らか に し、改

善 の方策 を探 る こととした。

○ 基礎的 ・基本 的事項 を重視 した 「実習」の指導計 画の作成

学習指導要領で は、 「職業 に関す る各教科 ・科 目につ いて は、実験 ・実習 に配 当す る授業 時

数 を十分確保す る こと」 とし、実験 ・実習な どの実際 的 ・体験的学習 を通 して基礎的 ・基本 的

事項 を確実 に身に付けさせ る とともに、実践力を体得 させ る ことの重要性が指摘 されて いる。

また、いわゆる座学 と実験 ・実習 との関連並びに基礎 的 ・基本的事項 と発展的 ・応 用的事項 と

の関連 に留意す ることを求 めてい る。 さらに、学習指導要領の改訂 によ り工業 に関す る科 目が

新設 ・再 編成 された ことに伴 い、 「実習」の指導 内容を改善 して い くこ とが必要で ある。

一方
、職 業科において は、 目的意識が明確でない生徒 や基礎学力が十分 に身 に付 いて いない

生徒 が増加 している こともあ って、指導内容 ・方法 の工夫改善が求 め られてい る。 また、新技

術の導入 に より指導 内容が増加す る反面、学校週5日 制の拡大等 に伴 い授業時 間数が減少す る

傾 向にあ り、指導 内容の精選や指導方法の改善 が一層必要 にな って いる。

本部会で は、各学校 にお ける 「実習」をは じあ とす る専門科 目の指導の実態 を調査 し、 「実

習 」 といわゆる座学 との関連並 びに基礎的 ・基本 的事項 と発展的 ・応用的事項 との関連等 の視

点か ら専 門科 目の指導 計画 の課題 を明 らかにす る とともに、基礎 的 ・基本的事項 を重視 した

「実習 」の指導計画 を作成す る。

○ 中学校 及び職業高校 における進路指導の実態 と課題

職業高校 において は、 中途で退学す る生徒 が増加す る傾 向にある。 この背景 には、職業観 の

変化 や普通科志 向の高 ま りな どに伴 い、職業科 には、 目的意識が明確でない生徒や不本意なが

ら入学す る生徒 が増加す る傾向があ るもの と考 え られる。

本部会で は、 中学校の生徒 と教師、 農業科及 び工業科の生徒 と教師に対 してア ンケー ト調査

を行 い、 中学校及 び高等学校における生徒 の進路意識 と進路指導の実態を調 査 し、進路指導の

課 題を明 らか にす る とともに、改善 の方策 を探 る。
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1基 礎的 ・基本的事項を重視 した 「実習」の指導計画の作成

1研 究 の趣 旨

これか らの変化 の激 しい社会 にあ って は、基礎 ・基本 を徹底 し、個性 や創造性 を伸長す る と

ともに、生涯 にわた って継続 的に学習す る意欲 や態度 を育成す る ことが重 要であ る。 と りわ け、

職業教育 においては、専 門に関す る基礎 的 ・基本 的な知識 ・技術 を確 実に身に付 けさせ る とと

もに、 自ら課題 を発見 し、課題 の解決に向か って主 体的に取 り組 んでい く態度 と能 力を育成す

ることが重要であ る。

現 在、職業科において は、 目的意識が明確で ない生徒や基礎学力が十分 に身 に付いて いない

生 徒の増加傾向、新技術の導入 による指導内容 の増加、学習指導要領の改訂 による工業 に関す

る科 目の新設 ・再編成への対応等 の課題が山積 してい る。 さ らに、学校週5日 制の拡大 に伴 う

授 業時間数の減少を踏 まえ、指導内容の精選や指導方法の改善を図 るこ とが必要で ある。

本部会では、研究員所属校 における専門科 目の指導の実態を調査 し、 「実習 」 と他 の科 目と

の関連並 びに基礎的 ・基本的事項 と発展的 ・応 用的事項 との関連な どの視点か ら専門科 目の指

導 計画の課題を明 らか に し、基礎 的 ・基本的事項 を重視 した 「実習」の指導計画 を作成 す る。

2研 究の内容 と方法

① 研究員所属校の専門教科 ・科 目の指導計画 を 「実習 」 と他の専門科 目との関連並 びに 「

実習」にお ける基礎的 ・基本的事項 と発展的 ・応用的事項 との関連 な どの視点か ら分 析 し、

指導計画を作成す る際の留意点 を探 る。

② ① を踏 まえて、基礎 的 ・基本 的事項 を重視 した 「実習 」の指導計画 を作成す る。

専門教科 ・科 目の指導計画 を分析す る際 の視点

① 教 科及び学科の 目標の達成

・指導 計画全体が教科及 び学科の指導 目標 を達成す るため にバ ラ ンス良 く編成 され

てい るか。

② 基礎的 ・基本的事項 と発展 的 ・応用 的事項 との関連

・基礎的 ・基本的事項 と発展 的 ・応用 的事項 との関連 に配慮 され てい るか。

③ 基礎的 ・基本的事項 の徹底

・基礎的 ・基本的な知識 と技術 の習得 に十分配慮 されて いるか。

④ 「実習」 と他の専門科 目との関連

・ 「実習」 と他の専門科 目との指導 内容、指導 の順序等 の関連が十分 に配慮 されて

い るか。

⑤ 「実習 」の 目標 の達成

・ 「実習 」の 目標 を達成す るため、要素実習、先端技術 に対応 した実習 、総合 実習

等がバ ラ ンス良 く編成 されているか。
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3専 門教科 ・科 目の指導計画の実態 と課題

工業 に関す る各学科の専門科 目の指導 計画を分 析す る際,各 科 目相互 の関連 を分 か りや

す くす るため、3年 間で学習す るすべての専門科 目及 び関係 の深 い普通科 目を一覧表 に ま

とめた。 また分析 に当た っては、前ペー ジに揚 げた 「専 門教科 ・科 目の指導計画 を分 析す

る際 の視点 」に留意 した。

そ の結果、次の よ うな課題が明 らかにな った。

(1)各 学科 に共通 した課題

① 「工業基礎」 の指導内容が各学科の 「実習 」の指導 内容その もの とな ってお り、 「工

業基礎 」本来の指導内容が十分指導 されていない。 このため、 「工 業基礎」の 目標を達

成す る ことは困難で ある。 また、 「工 業基礎 」で機械 、電気 、化学 等の工業 の各 分野の

技術へ の興味 ・関心 を高 め、基礎技術を習得 してお くことは、その後の 「実習」や 「課

題研究 」等 の学習 を円滑 に進め るために も必要であ る。

② 機 械科 と電気科 の専門科 目は、特 に、科 目の内容が多岐にわた ってお り、学校や生徒

の実態 に即 して教育 内容 を焦点化す るこ とが必要であ る。

(2)各 学科 の課題

(機 械科)

・加工技術 に重 点を置いた指導計画で あ り、機械設計や工業材料にな ど関す る指導事項

を導入す ることが望 ましい。

・自動化な どの新技術 の基礎 に関す る指導事項 を導入す るこ とが望 ま しい。

・ 「機械製図」において、 自動設 計製図装 置(CADシ ステム)の 基礎 につ いて も取 り

上げ る必要があ る。

(電 気科)

・製図の学習成果を実習 な どの他の科 目の学習 に生かす ためには、 「電気製図 」を低学

年か ら指導す ることが望 ましい。

・デ ィジタル技術な どの新技術 に対応 した指導事項 を充実す るこ とが望 ま しい。

・コ ンピュータプ ログラ ミング言語 につ いては限 られ た時間の中で の指導 であるたあ、

一っの言語に限定 した方 が効果的で あ り、生徒 の学習負担 を軽 くす る ことがで きる。

(電 子科)

・1単 位科 目(2年 「電子 製図」)の 設 置は、生徒 の学習負担 や教育効 果な どの点で望

ま しくない。 例えば、 「電子製 図」は2年 生 で3単 位 としたほ うが望 ま しい。

(情 報技術科)

・1～2学 年の 「電子基礎」は電気 の基礎理論 か らアナ ログ技術 に及ぶ広範 囲の内容を

扱 ってい る。 指導事項 の精選が必要である。

・ソフ トウ ェアやプ ログラム言語 の進歩 が著 しいので、常 に最新 の技術 に留意す ること

が必要で ある。
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年

年

(3>機 械 科 の 指 導 計 画

(学科の目標)機 械工業の各分野に関する基礎的 ・基本的な知識 ・技術を習得させ、評機械技術の意義や役割を理解させるとともに、

題 を主体的に解決す る能力 と実践的な態度 を育てる。

機械技術の諸問

工業墾礎
(4単 位)

3P*4h.*(7～9)w

手仕上げ

やす り作業

穴あけ作業

簾盤

心立て作業

セ ンタ作棄

外周切削作舞

ガス溶憧

アー ク熔接

ガス切断

機械製図
(2単 位)

文字

線

投影図(
三角法)

展開図

立体図からの展開

断面図

立体図からの断面

ボ ル ト ・ナ ヅ ト

ねじの表示方法

ボル ト頭部の表示

有効ねじ部の籔示

不完全ねじ部表示

組立図の表示方法

情服技術基礎(
2単 に〉

ワープロ
(一太郎)

パ ソコンの起動

文字入力

装飾

編集

印刷

表凝算
(ロ ータス)(
電卓〉

表戯算の意味'

四則酸算

合計 ・平均

罫綜

絶理回路

2進 数

16進 数

AND回 路

OR回 路

NQT回 路

機械実習

工業救厘
(2単 旋)

遮さの単位

単位の紀号

力

分力

合力

仕事

運動

連度 ・舶速度

運勤の法則

動力

意味と単位

エネルギー

位置エネルギー

運動エネルギー

エネルギー保存則

機械製図(3単位)

(鷺 占)

数と式

分数

文字式の計算

展開

因数分解

二次方樫式

複素数

判胴式

解と係数の解法

三角比

sin

COS

tan

物理IB
(3単 位)

運動と力

単位

運動量とその保存

紹立単位

力学的エネルギー と
その保荏

熱 とエネルギー

波の性質

音波

光誼

電界と電流

電界

電子と原子

原子構造

3P*4hホ(7～9)w

旋盤

チ ャック作業

外周切削作業

ね じ切 り作 業

フライス盤

立て軸フライス盤

横軸フライス盤

歯切り作簑

電気の碁礎

才一ムの法則

直流回路

交流回路

BASIC言 語

撮 械実習(
4単 位)

フランジ形タワ ミ
軸継手

形状の説明 ・作図

平歯車

形状の説明 ・作図

スプ ロケ ット

形状の説明 ・作図

Vプ ー リ

形伏の繊明 ・作図

紬受

形伏の説明

軸受の規絡

作図

機械製図
(3単 位)

機械殴計
(2単 唾〉

撹糾の強さ

機械的性質

せん断

曲げ

は りの強 さ

機械喪素

(軸 キー ピン)

機械工作(2単位)

工叢材報

紡料の機械的性質

金展含金の結品

炭素鋼

組織と熱処理

艇鉄

組織と性質

合金

非嫉金震

原動機(2単位)

エ ネルギーの利用

流体の基礎

圧力

パスカルの原理

連続の法則

ベル ヌーイの定理

水頭

全水頭

トリチェリの定理

損失水頭

流体の測定

差圧流量計

ベンチ ェリ計

ピ トー皆

せき

(糞 匿)

数列

等差数列

等比数列

徽分と積分

微分保融と導閏敵

導関数の応用

艦分の意味

いろいろな関数

三角関数

指数関散

対数悶数

Lo9

化掌1《(
2単 位)

自然界の物質

物質の構戚

空気の化学

化字変化

水の化宇

身近な材料

日常の化学

学

年

化学の進歩と投割

環境の保全

4P*4h寧(5～6)w

流体 ・原勤機実験

流量置腱

達心ボンブの性能試験

材料 ・計測実験

ねじの測定

引張拭験

玉形弁

形伏の説明

規格

作図

ギヤポンプ

形伏の説明 ・作図

まとめ

課題研究
(2単 位)

テーマ設定

製作

実験

研究

レポ ー ト

兜表

機嫉設計
(2単 に》

歯車

ベル ト

クラッチ

ブレーキ

リンク カム

電子基礎
(2単 位)

電気回路

才一ムの法則

キルヒホッフ

電力

磁石

磁界

右ねじの法則

左手の法則

モ ー タ

覚電機

右手の法則

電流の作用

(蟹 昌)

ベ クトル

ベク トルとその償算

ベク トルの戚分

位置ペク トル

行列

行列の意味

計算方怯

匿寧と続計

順列と岨み合わせ

確寧

一5一



学

年

(4)電 気 科 の 指 導 計 画

(学科の酬票)電気技術に関する基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させ、

と実 践 的 な 態 度 を育 て る。

工業基礎
(3単 位)

オ リェ ンテーシ コン

(計測)電 気回路の援続
基本実習!・ 皿

(計測)テ スタの
製作1・ 皿と校正

(工事)電 気工事1
(電 線の按続)
電気工事ll・ 皿(ケ

ーブル工事)

(計 測)抵 抗の温度特性
オームの法則
分流 器 ・倍率器

(計 澗),t'イートλトソ,'リ,ジ

初とお フの 法 則
熱 電対 の 実 験

(工 事)電 気工事lv
電気工事V
電気工事vr

(計 測)直 流呵路の実験1
直流回路の実験皿

(計 測)オ シロスコープ
交流電力の測定

(工事)コ ンデンサの実験1
コ万ンサの実験 皿

孚

年

電気実習
(4単 位)

大拡

ー

り
計
N

盛
差
A

目
位
R

の
電
T

器
流
R

計
直
0

)

F

測計(

(電子)半 導体の特性
トランジスf・FET
電源回路の実験

い扱
瑚
取
機

事

の
電

工
機
発

気
流
流

電
直
直

ラ器機(

(計溜)交 流回路の実験
共振回路の実験
FORTRAN2

1

路

-

回

作

幅

製

増
路

の

波
回
プ

周
振

ン

高
発

ア

　子電(

験

o

機
実
N

動

の
ト

電
器

ツ

流
圧
ボ

直
変

ロ

　器機(

(計測)FORTRAN3
交流ブリッジ

(電 子)ア ンプの製作2
0Pア ンプ

(機 器)変 【王器の実験2
ロボッ トNo .2

学

年

電気実習
(2単 位)

(機 器)電 力の測定
変圧器の三帽結榛

(高[E)高 電圧測定
線 路冠圧の測定

(電 子)論 理代数
パルス回路

(憐 餌)FORTRAN4
FORTRANS

(機 器)1Mの 円標図
三相同期発電機

(高 圧)衝 撃電圧の測定
定電圧の測定

(電 子)フ ィル ター回路
コwt-9とPCM

(情 報)ロ ボ ッ トNo.3
ロポ ッ トNo.4

(機 器)誘 導電動機特性

(窩 圧)ト ライアック実験

(電 子)電 子工作窯習

(情 鞭)シ ーケンス制碗

電気工業及びこれに関連する諸分野の業務に従事するために必要な能力

電気基礎 工業数環 f瀞隈 術基礎
(3単 位) (2単 位) (2単 位)

あらまし 指勲 と指数関数 文字 ワープロ
(一 太郎)

竜流 と電圧 ポケコンの
使い方(四 嗣 妾禰 藩

直流回路と並列回路の計算 ・集計 ・実 務) 罫線 ・裏言量算
検 索 ・マ クロ

計算技術検定
ホ イー トス トンブ リ ッジ 試験4級 受験

国際 単位系と
キル ヒホッフの法則 主な組立単位 図形ワープロ

(花 子)
図形作賎 ・編集

導体の抵抗の性質 対数 と対薮関数 コ ピー ・移 動
一般角の三角

電力と電力量 関融 とグラフ
表計算

熱電対と電池 ポケコンの使い (三 四郎)
方(有 効薮宇 デー タ入力

磁気現象と磁界の強 さ ・関薮)計 算伎 データ編集
術検定試験3椴 合計 ・平均
受験(希 望者) 関救計算

電磁力の方向 と大きさ マ クロ計算
建築物の面積

磁気回路と電磁誘導 情鞠処理と コソゼザ嗜 晋膏

コ ンピ ュ ー タ (BASlC)
静電気と電界 四則計算

情輯技術検定 判断 文 ・ジャソザ
コンデンサの篠続 試験3級 受験 級 り返 し文

(希 望者)
自動制御の基礎 コンピゴ噸 論
生産の管理

一

電気基礎 電気機器 電子技術
(4単 位) (2単 位) (2最 位)

コンデ ンサ

一

直流発電機の 半導体素子
交流の波形 理諭 と特性

正弦波交流 とベク トル ダイ才一 ド

トランジスタ
交流回路の基本回路 直流電勤機の

理論 と特娃
RLC直 流回路 FET

交流電力 颪流機の定洛 増幅回路の基礎

交流回路の復素数表示 電気材料 電力増幅回路

変圧器の構造
交流回路の計算
イ ン ピー ダ ン ス 高周波回路

ア ドミタ ンス
直列 ・並列共振 変圧器の

等価回路 発振回路
ブリッジ回路

回路網の計算 変圧器の特性 波形笹形回路

三棺交流回路 変圧器の結練 集積回路
三帽 ・V結 線

三相電力 ・回転磁界 三棚変圧器 パルス回路
電圧調整器

一

電気蟹図(3単 位) 電力按術 電気機器 電力応用
c/1ρ 劇園 (3蝉 位) (!単 位〉 (2単 位)

一 一 一

練の練習 発電方式 三桐携導機 照明
∂～吻o/loの 窟.拶瑳 の原理

水力発電
文字の練習 三相誘導機の

等価回路
電気記号

火力死電 三相誘導機 電熱
平面図形の基礎 の特性

投影法
o/lo〆 こ'6 原子力発電 各種誘導優

丞 羊r忽形

機械製図 送電方式 自動制i知
ボ ル ト、 ナ ッ ト 三桐同胡発電機

σパPだ よる
κだ憂図 送電糠跨

電気製図 電気化学
屋内配繊図 送電の運胴

c月0だ よる 三欄同萌電動機
冠窺"図

配電

論理回路 屋内配線 小型電動機 電気鉄遭
CハPだ よる

壽翌何舟
半導体電力

電気事業漢関係猷規 変換装置

電気設備控術基幣

物理IB
(3単 位)

物体の運動

動運
動
練

運
直

則

練
度
勤
法

直
逮
運
の

価
加
と
動

等
等
力
運

,

,

・

エ ネルギー

・落下速度
・衝突 と運勤畳

電流と電子

・電流
・電界
・電子と原子

化学lA
(2単 位)

薮学 レA
(3」桝立)

中掌校の復習
(薮 の計算・一次方

程式・連立方程式・式
の展開 ・平方根)

整式の加法・巌法
整式の乗法
因数分解
整式の除法

整 数とその計算

二次関勲 とグラフ
関数 とグラフ
ニ次悶歓の員大慎

と最小値

三角比
tanA
sinAとcosA
三角比相互関係の

式の証明

等式の証明

等式の証明

自然 界の物質

空気の化掌

水の化学

身近な材料

日常の化学

化学の進歩と役割

環境の保全

数学1・A
(3単 位〉

罷題研究
(2単 位)

{救1)
個薮の処理

{数A》
確事

(順 列 ・組合せ)

{薮1》
膨 ㌍

{蝕A}
数列

{数A渉
敬列

課題研 究の説明

課題研究の検討

課 頓 研 究

齢F

ト

マ製

乍

ッ

の
"
ポ

綴
㌍

クソこ
、

曹フセ
習

得

例
自
ト
メ
↓
信
導
実

取

マ
気
帰
行

疑
通
伝
場
格

一
電
酵
走
肛
光
超
現
資

テ

諜題研究の発裏

数学ll
(2単 位〉

{数u》
いろいろな閲数

(Mll}
閏勲の値の変化

{薮 皿》
関勲の値の変 化
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(5>電 子 科 の 指 導 計 画

(学科の目標)電 子技術に関する基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させ、電子回路から情輻の分野までの理解を深める。 また将来の技術進歩に

対 応 で き る実 力 を 養 う。

数学1
(4胤 位)

数
数

関
関
式
フ

一
次
次
等
ラ

比

n

S
n

角

i

O
a

素数
数
数
クトル

薮学A
(4堪 位)

と方程式

式

域

程
式
簿

方
程
の

の
方
式

F

と
～
笥

寧双

婁22不グよ二sct」復実虚
べ

・○

¢

.

=【

耳
梱
幻弔
0
「

.

到、
「
重覧

婁
9

組ゐ

努

四
Cゐ図座颪円不…三加指揃対…徽徽導稲

o

●

■

・

～一

B
働環

物
㏄

量勤
勤動動運運遷運との

度と下突体さ逮力落衝物遮加

○

●

一

と
質
ギ動性ル運のネ子体工分気熱

・

【
ギル=か

置
則ギエ位法ルと、のネ事勤存工仕運保

6

B
働馴単物Q

則流法電のとム

体勤子圧流抗一力導波音光電電電抵才電半

.

●

則法の
サンンロデ界一ン電クコ

●

性子造一全原構ギ安との練ルと子子射ネ源電原放工資

,

B
の潔

化
e

成構の質
気物空

水

.

クツ

境チ環スと料ラ属間材プ金人

・

●

用活学の
造化源柵と資の活然質生天物

●

一

灘 定設マ一
作験

究テ製実研

O

ト
一

ポル

表魂

礎

灘
情

作
の
礎の擾グ基タ礎ン一基ミユ一フピグンロコブ

●

,

の
用

理グ応処ン理ク
アミ処ッエラルイウグイフトロアラフブフグソ

・

●

幽

・

御

徴制の特アとタタと工信一一史ウ通ユユ歴ドタピピ一一ンンハデココ

.

●

●

聯
TEFL

路体T回
器導、Cr幅半D-T増

・

●

路回路ス
路回度ア回価幅イ幅等増バ増

調路路復團回、C稚振謂ー各発変

.

・

灘
憎
q

換
号算

㎎

図
化

痴

講

㎝…

謎

り
1
1

の

路
講

表
数
跨
一取、化数回QR餓代回ノの進進進数理肱理理理ル数222捕論姻真論論力

●

「

量

作容動
路

路

タ憶と回ダ回算一記成一ト算加レと路構夕路"跳加進タム量回のン回と回半2スユ鞭FFウカイ算・列ジキ情FF力入力加全直レア

●

鰹の

野

夕

乃
と
ト

0ユ力器Dピ語機/ン成械部SSコ櫓機外OM

●

齢

・

礎
の

騰

ジンツ差則トリ流位法続スブ路電電の接ト回、とムの器器一流圧位一坑率流イ直電電才抵倍分ホ

・

法
則の

用フ量作ツカ学
気ホ電数化磁

路ヒ魅串寧係のと回
力ル力抗竜度流気気磁キ電抵導温電電磁電

.

判

離

琳ルササの導ネ量ンン内湧工気容デデ率体磁磁電電ンン界電電電電電静静ココ電放誘誘

・

騰

ド

質方性しの路路表ル回

振
跡力回のトC共回

電流流クL列列流交交べR直並交

・

ル

ズトスンクンタ

路ベダミ路回と一ド回振ジ数ピア列共ッ素ンと並列リ複イ直並プ

理定

路の回ン象流ナ現交ブ渡相テ過三

尋

ρ

灘

糠方電り給わ機機と

機信伝信信ナ調信通と送受テ変受隷波MMンMM無電AAアFF

P

9

9

.

,

9{

理信原信通の通波礎機V糠ロ基信T無クの受一種イVVラ各マTT力

響

■

・

齢

O

VT「嚇フ功

灘 法用積使体のと卓積電面
O

,

離距行位走
動
ル
数系単と運ト関位立度転ク角巣組遠回べ三

●

・

●

.

,

クスツ理路ンバ処進進回ケド報進06理御一イ情211論制シフ

辱

■

)図位単製1(

習習練
号糠の記の宇気練文電

O

,

●

礎

ト基ツのナ形法図、図図用糠製ト面影の法械ル平投糠寸機ボ

9

・

ルナ魎一 、タ
図
図式品立陸郎組

)図位単製2(

路話回
方電見ンのホ作ユ動

図シ路路ブ回回

・

計の設路回夕
路ル回イ理フ論

卿

o

ロ

連

図ト関線クスと配レク図図エニ糠統ム配系一内電ホ室弱

9

礎
の講1 一

}
㎜

方一Aい

一

B

則使

…

ガ
蛎

[
コ

実
ム
タ

万碧

似

一

.

齢

作製の

ジタ器器器ツス抗流率リテ抵分倍ブ

則法の〃

サホ計力用力ンヒ差冠作電デル位起気流ンキ電熱磁直コ

[

聯 」

)藤貯Fo

プ甥
誌

ン
路
タ
ス
性
路
子
路・コ回クロの回素回ソ礎アシ流振r流一パ基リオ交共T整

…

.

.

ヨー-路路習T回回実E幅源作F増電製
・

揺ンコイ23マLaド験路一実回ボ電幅ン強増ワ
・

.へ…}一

謙

}

{…一

)一語「言㏄

!ン験幅タ路}コ実増ル回一

}

ソ
礎
力
振
イ
理バ基電発フ論}:

{

路

P
2回作M路

究ス搾A回研ル形P理叢パ波O論卒
9

究研業略

㎜…一　一

形
標
榛

の
等

数

数
理
対
勲
薮

関
定

、関
関

角
法
鍛
徽
勲

分積
敷、係

勲

分
分
関
分

一

学

年

二

学

年

三

学

年
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(6)情 報技術科の指導計画

(学科の目標)コ ンピュータに関する基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させ、コンピュークの利用 ・製造にかかわる言苫問題を合理釣に解決し技術帯新に主体

的 に対応 で きる能 力 と実践 的 な態 度 を育て る。

学

年

学

年

学

年

工難基礎
(3単 位}

{ハ ー ド系実習,
オリエンテーシ:3ン

半田づけ練習

電気の足性的な理解

モーターと発電機

計 測
測定器の取扱い
メーターの読み方と誤差
才一ムの怯則とグラフの寳き方
抵抗の直並列ダ

イ才一 ドと整流回路
トランジスタの静特性と動特性

作LED点滅回踏
の製作

計 測
波形整形才

シロスコープの取扱い

情鞭伎術基礎

⊂ソフト系実習》

コンピュータ
の基本操作

OSの 取扱い
MS-DOS

7ブリケーシ,ン。ソフト

ワー プ ロ

(表 計算)

エディタ
バ Ψチ

C言 語
知ゲラミγグの基本

変数
型

《座
コだユ尋の 歴 史

ハードウエアの 構成

ソ7トウエ了とは
著作権
プライバシー

OS

短グラミ万の基本
了ルゴIJズム
短ダラkの

作成手順
手順欝構造イヒF

t一ト

C言 語
変数,型

工奨勲理
(2単 位)

式の変形

■の単位

有効桁数

誤差

渡習

ピvト 、バイト

2進 数

論理漬算

惰鞭と制碗

電子基礎
(2単 位)

電圧、電流、抵抗

才一ムの法則

抵抗の直並列

電力

,ンデγサとコイル

半導体

センサ

lC

スイッチ ング回路

波形整形

電源回路

化学!B
(2単 位)

身近な物質について

化掌の基礎理論

化学反応
溶液反応

蕊 髪)

「τ

情嬢披術実習 情鰻技術製図 ソフ トウエア技術 ハー ドウエア技術 電了
(3単 位) (2単 位〉 (2単 位〉 (2単 位) (2

`ハ ー ド系実習》 {ソ フト系実習》
工 作 蟹図の基礎 論理回路 交流回路
lc実 験葦一Fの 製作 C言 語構造化 C言 匿酬胃造化

プログラミング プログラミング TTLとCMOS 実効鵯
機械製図 リア ク

ブリ∫oセ,サ 麦数 組合せ論理回路 インヒ
デジタル回路 定義文 型 の設計 位帽

ゲー ト回路 定数 式 交流電
組合せ論理回路 変数

閏数

アナログ回絡 制初隅造 立体の蟹図 閲数 ブリガ・7ロ7ア 才ベアン
OPア ンプ

コンパ レータ 加沙の設計 コ ンノ

反転増幅回路 立体模型の製作 制御構造 増幅回
非反転増轄回路 アセンブラ イ?フナリ

工 作 と機械譜 反転増
センサ回路の製作 非反転

計 測 マイコンの構成
CR回 路の周波数

過渡特性

デジタル回路 配列 電子製図 纂合データ 7セ ンブラ 過渡現東
7り¶プ・フ07ブ回路 と配列
カウンタの設計 徹分 ・積

惰報妓術実習
(3単 膨) 醗蹴 ソフ トウエ7妓 術

(3単 位〉

ハー ドウエア技術

(4単 位)
一 一

{ハ ー ド系実習} {ソ フト系実習》

7仁 ン以 テ`・ C言9酬 億造化
プログラミング

,コンゼ,・,応 用i
:

c言!撒 ヨ
甲 　 一一

マイコンシステムの櫓繁
の櫓築 ,シ ステム櫓婆: プログラミン 一 一 「..一.一 一 一 一 一

クロ ック
パルスとケロック 関数の作成 テーマ設定 システム設計 バス方式

調 査 構造化と ハン ドアセンブル

CPUの 基本勤作 予備実検 モ ジュー ル CPUの 基本軌作
システム設計 マシンサイクル

バ ス とス1卜婦一ト ブロゲ弘の構成 タイム チ ャー ト

関数の作成

メモリ 一次元配列 製 作 配列 メモ リ
とポインタ

アFレスデコイ 二次元配列 ポインタ デコーダ
の設計

1/0の 設酔 構造体 構造体 バ ッフ ァ とラ ッチ

と製作
グラフィック 1/0ポ ー ト

総合実習 まとめ

マイコン制御 総合実習 発表会 サーチング マイコン制灘
頼吉書提出

総合実習 ソー テ ィン グ

探索

OS

電子基礎
(2胆 位)

リア クタ ンス
イ ン ピーダ ン ス

化学IB(
2単 位)

化学反琳
気体

界面

酸化 ・還元

電位

有機化学

鍛と式
分数

文字式の変形

文字式の漸算

展開

因敷分解

法解の

式

数

程
数
式
係

方
素
別
と

次
復
判
解

二

コ ンパ レー タ

理科lB
(3単 位)

`座 学}{実 験》

波勤 力学

加迭度

力

三角比

数学A
(2単 位}

二次閏数
とグラフ

電流と 物体の
抵抗 運動

気休の分
子運動論

三角関融

数
傾
除
数
表

フ

限
分
関
厳
ラ

分
極
微
導
増
ゲ

数学B
(2単 位)

分債
分
債
債

定
債
面
体

分
不
定

積

数列

行列

ベクトル

空間図形
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4基 礎的 ・基本的事項 を重視 した 「実習 」の指導計 画の作成

(1)指 導 計画 を作成す る際 の留意事項

各学科 の 「実習 」の指導 計画 を作成す るに当 た っては、研究員所属校 の指導 計画の分析

結 果を踏 まえ、各学 校の指導の実 態を参考 に して、基礎的 ・基本的事項 を重視 した指導計

画 とな るよ うに配慮 した。 しか し、各学科の 「実習 」にお ける基礎的 ・基本的事項 を明 ら

かにす るこ とは大変むずか しく、指導計画の作 成に当たって は、研究員の経験 と各学校 の

指導の実態か ら指導事項 を選 び、 さらに、次の諸点を踏 まえて作成 した。

・実習の 目標 を達成す るため、要素実習、先端技術に対応 した実 習、総合実習 等のバ ランス

に留意す る。

・ 「工業基礎 」 と 「課題研 究」は、 「実習 」 とは別 に実施す る。

・ 「実習 」 と他の専 門科 目との指導 内容、指導順序等 に留意す る。

・基礎 的 ・基本的事項 と発展的 ・応用的事項 との関連 に留意す る。

・施設 ・設 備や指導体制な どの実態を踏 まえる。

・生徒の実態や進路な どに即応す る とともに保護者 、地域社会、企業等の要望や期待 を踏 ま

え る。

さ らに、各学科 について は次 の点 に留意 した。

(機 械科)

・第1学 年で は、入学 当初、 オ リエ ンテー ション及 びガイダンスに十分 時間をか けて実習に

興味 ・関心 を持 たせ る。

・第1学 年で は機械工具 に慣 れる こと、第2学 年では部品製作を通 して物 を作 る喜 びを持た

せ ること、 第3学 年 では低学年 での学習 を踏 まえて応用製作や各種測定な どの発展的 ・応

用的事項 を取 り入 れ ることな どに留意 す る。

(電 気科)

・第1学 年では、 「電気基礎 」の学習を補完す ることに重点を置 くために、 「電 気基礎 」の

教育内容 と進度 に留意す る。 また、電気工事士の資格取得 を 目指す生徒 のため、電気工事

実習を年間を通 して実施 し、2学 年での受験に備え る。

・専門的な知識 ・技術 の深化 と総合化 を図 るこ とを重視 し、 「課題研究 」を第3学 年 の後半

に集 中的 に実施す る。 このため、第3学 年の 「実習」は年度 の前半 で終 了す る ようにす る。

(電 子科)

・第1学 年 は、 「電気 基礎 」の学習進度 に配慮 して指導事項 を細分化す る。

・第2学 年か ら第3学 年 の前半 までは、電子回路の基礎的内容に重点を置 き、他の専門科 目

との連携 に も配 慮 し、第3学 年後半 は、先端技術を取 り入れた指導事項を集中的 に実施 し、

卒業後 の進路 に備え る。

(情 報技術科)

・3年 間を通 して コンピュータを利用 したシステムの構築を 目指 し、教科 の関連 のみでな く、

継続的 に方 向性 を もって指導す る。

・第1学 年 では、専 門教科 の基礎 的 ・基本 的事項 を配置 し、第2学 年では第3学 年で学ぷ発

展 的 ・応 用的事項 との関連 を踏 まえ、 その前提 とな る事項を配 置す る。
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(2)「 機械実習」の指導計画

学年 1学 年 2学 年 3学 年

教科

週
機械実習(4単 位) 機械実習(4単 位) 機械実習(4単 位)

1 オ リエ ンテ ー シ ョン 3パ ー ト*4時 間*(7～9)週

(旋盤)

・切削条件
・チャック作業(ね じ付き丸棒)

先丸剣バイ ト、真剣バイ ト、
片刃バイ ト、ね じ切 りバイ ト
突 っ切 りバイ ト

・ねじ切 り作業(換 え歯車)

(フライス盤)

・立て軸フライス盤

正面フライス、エ ンドミル
・横軸フライス盤

万能フライス盤
平フライス、側フライス

・歯切り作業

割 り出し台
インボ リュー トフライス

(工業計測 ・電気実験)

・マイクロメータの性能試験
・ダイヤルゲージの性能試験
・ね じの測定

三針法、工具顕微鏡
・歯車の測定

歯厚マイクロメータ
歯車試験機

・電気の基礎

オームの法則
・直流回路
・交流回路

4パ ー ト*4時 間*(5～6)週

(流体 ・原動機実験)

・三角せ きによる流量測定
・オ リフィスによる流量測定

・ベ ンチュリ管による流量測定
・遠心ポンプの性能試験
・ペル トン水車の性能試験

・ガソリンエ ンジンの性能試験
・ディーゼルエンジンの性能試験

(材料実験)

・引張試験
・硬さ試験
・衝撃試験
・鋼の熱処理

・金属組織試験
・光弾性による実験

(MC(マ シニ ングセンタ))

・NCプ ログラムの製作
・イニシャルプレー トの製作

(各種機械)

・ホブ盤

・研削盤
・旋盤
・フライス盤などを使用 した各種

・応用製作

(歯車 ・プラグゲージ・万力な

どの組立 ・製作)

2 工作機械(旋 盤、フライス盤、ボール盤
など)の ガイダンス

測定法(定 盤など)の ガイダ ンス
材料変化(鋳 造、鍛造、熱処理など)の
ガイダンス

3

4

5 3パ ー ト*4時 間*(6～8)週

(手仕上げ)

・測定の基礎

(スケール ・ノギス ・マイクロ)

・けがき作業
・やす り作業

・穴あけ作業(ボ ール盤)
・ね じ立て作業(タ ップ)
・弓のこ

(旋盤)

・測定の基礎

(スケール ・ノギス ・マイクロ)

・切削の仕組み(バ イ トの刃)
・工作機械の取扱い
・心立て作業

・センタ作業(段 付き丸棒の切削)

先丸剣バイ ト、真剣バイ ト、
片刃バイ ト

・チャック作業

チャックの取 り付け

先丸剣バイ ト、真剣バイ ト、

片刃バイ ト
・穴加工

ドリル(心 押 し台)
中ぐり(中 ぐりバイ ト)

(溶接)

・ガス溶接

安全、保護具、 トーチの取扱

溶接炎の調整
突き合わせ溶接

(ビー ドの置き方)
・アーク溶接

突き合わせ溶接
(ビー ドの置き方)

・ガス切断

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31
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(3)「 電気実習」の指導計画

学年 1学 年 2学 年 3学 年

教科

週
電気実習(3) 電気実習(4) 電気実習(2)

1 オ リエ ンテーシ ョン(実 習の心構え)

実習 レポー トの書き方(グラフの書き方)

オ リエ ンテ ー シ ョン オ リエ ンテ ー シ ョン

2 3班 ×4時 間×3ロ ーティション

(計測)
・コンデンサの実験
・オ シロスコープの実験
・コンピュータ1(四 則計算)

(電子)
・半導体素子の実験

・トランジスタの静特性
・整流回路の実験

(機器)
・電気工事VI(単 位作業)
・直流機の取り扱い
・直流発電機の特性

4班 ×4時 間×2ロ ーテーシ ョン

(機器)・ 三相電力の測定
・変圧器の三相結線

(高圧)・ 高電圧測定
・線路電圧の測定

(電子)・ 論理回路の実験1
・論理回路の実験1

(情報)・ コンピュータIV(配 列)
・コンピュータV(配 列)

3 3班 ×3時 間×3ロ ーテーション

(計測1)
・電気回路の接続
・基本回路実習1(抵 抗器 と計器)
・基本回路実習H(抵 抗の直並列)

(計測2)
・オームの法則
・分流器の実験

・倍率器の実験

(工事 ・工作)
・電気工事1(電 線の接続)
・電気工事H(ケ ーブル工事)
・電気工事皿(ケーブル工事)

4

5

6

7

8

9

10 工場見学

11 工場見学 4班 ×4時 間 ×2ロ ー テ ー シ ョン

(機 器)・IMの 円線 図
・三 相 誘 導 機

(高 圧)・ 衝 撃 電 圧 の測 定
・定 電 圧 の 測 定

(電 子)・ フ ィ ル タ ー 回路
・コンバータとPCM

(情 報)・ ロ ボ ッ トNo.3(シ ステム
・ロ ボ ッ トNo .4運 転)

※ 後 半 は 「課 題 研 究 」 を2単 位

実 施 す る。

12 レポ ー ト指 導(予 備 ローテーション) 3班 ×4時 間×3ロ ーテーション

(計測)
・基本交流回路の実験

・共振回路の実験
・コンピュータH(判 断文)

(電子)
・トランジスタ増幅回路の実験
・トランジスタア ンプの製作1
・トランジスタア ンプの製作1

(機器)
・直流電動機の特性
・単相変圧器の実験1
・単相変圧器の実験H

13 3班 ×3時 間×3ロ ーテーション

(計測1)
・抵抗の温度特性

・磁気回路の実験1(電 流磁界)
・磁気回路の実験 皿(電 磁力)

(計測2)
・制一卜瀞ンブリヲジ
・キルヒホッフの実験
・熱電対の実験

(工事 ・工作)
・テスタの製作1
・テスタの製作 ∬

・テスタの校正

14

15

16

17

18

19

20

21 実 習 指 導(予 備 ローテーション)

22 レポ ー ト指 導(予 備 ローテーション) 3班 ×4時 間 ×2ロ ーテ ー シ ョ ン

(計 測)・ コ ン ピュ ー タ 皿(繰 り返
・交 流 ブ リ ッジ 返 し文)

(電子)・ 発振 回 路 の 実 験
・OPア ンプ の 基 本 特 性

(機 器)・ ロボ ッ トNo.1(TM運 転)
・ロポ ッ トNo .2(PC運 転)

23 3班 ×3時 間 ×2ロ ーテーション

(計測1)・ ジュール熱の実験
・直流回路の実験

(計測2)・ 計器の目盛拡大
・直流電位差計

(工事 ・工作)・ 電気工事IV(三 路〉
・電気工事V(ス イッチ)

24

25

26

27

28

29

30

31
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(4)「 電子実習」の指導計画

学年 1学 年 2学 年 3学 年

教科

週
電子実習(3) 電子実習(4) 電子実習(4)

1 オ リエ ンテ ー シ ョン 3班x3時 間 ×2ロ ーテーション

(計測1)
・交流の性質の実験
・リアクタンスの測定

(計測2)
・ダイオー ドの特性測定
・トランジスターの特性測定

(計測3)
・整流回路の測定

・FETの 特性測定

4班 ×4時 間×2ロ ーテーション

(計測1)
・フィルタの特性測定

・波形操作に関する実験

(計測2)
・発振回路の測定

・電力増幅回路の測定

(計測3)
・変調 ・復調回路の測定

・OPAMPの 特性測定

(情報)
・パ ソコン1(C言 語)
・パソコン2(〃)

2 指示計器の取り扱いについて

3 3班 ×3時 間 ×3ロ ーテ ー シ ョ ン

(計 測1)
・オ ーム の 法 則 の 実 験

・テ ス タの 使 い 方

・ノギ ス とマ イ ク ロ メー タの 使 い

方

(計 測2)
・抵 抗 器 の 実 験

・分 流 器 の 実 験

・倍 率 器 の 実 験

(情 報)
・パ ソ コ ン1(BASIC)

・パ ソ コ ン2(")

・パ ソ コ ン3(")

4

5

6

7 3時 間 ×5週

(製 作)
・1石AMP

・D時 計

・電 子 オルゴール等

8

9 4班 ×4時 間 ×2ロ ーテーション
(計測1)
・高周波増幅回路の測定
・パルス発生回路の測定

(計測2)
・音響に関する測定
・無線機の特性に関する実験

(情報1)
・パソコン3(C言 語)
・パ ソコン4(〃)

(情報2)
・論理回路に関する実験1

・論理回路に関する実験2

10

11

12 3時 間×3週

(製作)
・テスタ ・照度計等

3班 ×3時 間×2ロ ーテーション

(計測1)
・共振回路の特性測定
・交流電力の測定

(計測2)
・サイリスタの特性測定
・トライア ックの特性測定

(計測3)
・コンデンサの充 ・放電特性

・トランスの実験

13

14

15 3班 ×3時 間 ×2ロ ーテーション

(計測1)
・ホイー トス トンプリッジで測定
・キル ヒホ ッフの法則

(計測2)
・直流電力の測定

・抵抗の温度係数の測定

(工事 ・製作)
・屋内配線工事の実習

・七宝焼の製作

16 4班 ×4時 間 ×2ロ ー テ ー シ ョ ン

(先 端 技 術)
・光 通 信

・CAD

・CNC

・ロ ボ ッ ト制 御

・シー ケ ンス制 御

・パ ソ コ ン制 御

・マ イ コ ン制 御

・パ ワ ー エ レ ク トロニ ク ス

等 に つ い て の実 験

17

18 3時 間×5週

(情報)
・パソコン(FORTRAN)

19

20

21 3班 ×3時 間×2ロ ーテーション

(計測1)
・電位差計の実験
・磁気作用に関する測定

(計測2)
・熱起電力の測定
・オシロスコープの使い方

(計測3)
・乾電池の特性測定
・コンデンサ(直 列 ・並列)

22

23 3班 ×3時 間×2ロ ーテーション

(計測1)
・増幅回路(NF有 ・NFな し)

・増幅波形の測定

(計測2)
・電源回路の実験
・直流モータの特性測定

(情報 ・制御)
'ワ ンボー ドマイコンでの制御1
'ワ ンボー ドマイコンでの制御2

24

25

26

27 ・予備ローテーション

・接触抵抗の測定
・熱電対の実験28

29

30

31
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(5)「 情報技術実習」の指導計画

学年 1学 年 2学 年 3学 年

教科

週
情報技術実習(3) 情報技術実習(3) 情報技術実習(3)

1 オ リエ ンテ ー シ ョン 2班 ×3時 間×2週

(ハー ドウエア)

*論 理回路に関する実験
・ゲー ト素子
・組み合わせ論理回路
・フリップフロップ

・カウンタ

(ソフ トウエア)

*C言 語構造化プログラミング
・プログラミングの基礎
・定義文
・変数

・型
・関数

2班 ×3時 間 ×2週

(ハ ー ドウエ ア)

*マ イ コ ン シ ステ ム構 築 実 習
・ク ロ ック ・パ ル ス

・CPUの 基 本 動 作

・バ ス方 式 に よ る デ ー タ転 送

・メモ リ

ROMとRAM
・1/0ポ ー ト

入 力 ポ ー トの 設 計

出 力 ポ ー トの 設 計
・DMA

・割 り込 み

・マ イ コ ン制 御

・総 合 実 習

(ソ フ トウエ ア)

*実 用 的 な ソフトウエア・システムの 構 築

(C言 語 構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ング)
・関数 の 作 成

・配 列

・構 造 体

・グ ラ フ ィ ック

・総 合 実 習

☆ ハ ー ド ・ソ フ トの 実 習 を2週 ご

とに 、 交互 に 実 施 す る。

2 2班 ×3時 間×2週

(ハー ドウエア)

*電 気回路と計測の基礎

・半田づけの練習

・電気回路の作 り方

(電源 ・負荷 ・導線)
・測定器の取り扱い

(電圧計 ・電流計 ・テスター)
・メーター ・の読み方と誤差

・オームの法則

・グラフの書き方

・抵抗の直並列

(ソフ トウエア)

*コ ンピュータに触れる

・コンピュータの基本操作

・OSの 取り扱い

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 2班 ×3時 間×4週

(ハー ドウエア)

*工 作
・3年 のマイコン回路に
・接続できるものを製作

(例えばセ ンサ回路の製作)

(ソフ トウエア)

*C言 語構造化プログラミング
・制御構造

14

15

16

17

18 2班 ×3時 間 ×5週

(ハ ー ドウエ ア)

*工 作
・簡 単 な 電 子 回 路 の 製 作

(ソ フ トウエ ア)

*ア プ リケ ー シ ョ ン・ソ フ ト
・ワー プ ロ

・表 計算 ソ フ ト

19

20

21 2班 ×3時 間×2週

(ハー ドウエア)

*ア ナログ回路に関する実験
・CR回路過渡特性と周波数特性
・オペアンプと増幅回路

(ソフ トウエア)

*C言 語構造化プログラ ミング
・配列

22

23 2班 ×3時 間×3週

(ハー ドウエア)
*半 導体 と計測

・ダイオー ドと整流
・トランジスタと電流制御

・オ シロスコープの取り扱い

(ソフ トウエア)
*プ ログラ ミングの基本

・C言 語入門

24

25

26

27

28

29

30

31
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皿 中学校及び高等学校における進路指導の実態と課題

1研 究 の趣 旨

職業高校 に入学す る生徒 の中には、 目的意識が明確 でない生徒 や学習意欲が十分で ない生徒

が少な くない。普通科志 向の高 ま りや、いわゆ る3K職 種 を嫌 う職業観 や勤労観 な どの変化が

背景 にある もの と考え られる。

各職業高校 において は、 この ような社会の変化に対応す る とともに、生徒 の実態 に即 した教

育を推進す るため、教育内容 ・方法の改善に努め るとともに、学科の改編、施設 ・設備 の整備、

市民講師の導 入、体験入学や公開講座の実施 等に よって職業教育の活性化 を図 って きた ところ

であ る。

しか し、 目的意識が明確でない生徒や不本意 なが ら入学 して くる生徒 は相変わ らず少 な くな

い。 む しろ、学校生活にな じめない まま退学 してい く生徒が増加す る傾向 さえ ある。

この ような状況か ら、中学校及 び職業高 等学校 における進路指導 を改善 ・充実 して い くこと

は重要な課題 であ ると考え、中学生 と高 校生及 び中学校 と高等学校の進路指導担当教師 に対 し

て進 路指導 についてのア ンケ ー ト調査 を実施 し、進路指導 に関わ る課題 を明 らかに し、改善 の

方策 を探 ることと した。

2研 究 の内容 と方法

(1)調 査対象及 び調査 内容

種 類 調 査 内 容 調査対象 回 答 数

調査A 中学生の進路意識 中学3年 生 327名

4区1市5校

調査B 中学校 における進路指導の 進路指導担当教師 53名

実態 7区1市31校

調査C 職業高校生の進路意識 全 日制2年 生 400名

定時制3年 生 農業科200名

農業科 工業科200名

工業科

調査D 職業高校における進路指導 進路指導担当教師 22名

の実態 農業科 農業科5名

工業科 工業科17名

② 調 査 時期

平 成6年9月16日 ～平 成6年11月8日

(3)調 査 方 法

調 査票 に よ るア ンケ ー ト調 査(無 記 名)
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3 調査結果 と考察

(1}中 学生 の進路意識(調 査A)

ア 調査 のね らい

中学生3年 生 の進路意識 を調査 し、

イ 調査結果

普通科
→

農業桝

工藁科

廟業科

水崖科lJ

1-A 中学3年 生 の進路希望

Ll
体育科1

・酬r二
芸嗣 口

穏 科1

その他

160

中学校 における進路指導 の課題 を探 る。

1-B希 望 した理 由

教育内容一・興味1鼠

知識・技徳を生かした仕事

大掌進学が有和

とりあえず入学

舳 こすすめられて4
-.

親からすすめられて

目分の学力

その他

・
C

2

20 4C

%

60

推薦入学の受験希望

80

3

P「.-

-

晋通科

職舞科

権翼は受けない

惟翼制度を知らなかった

4

その他

0 25 5G

%

75

職業科へ入学す る メリッ ト

知識 ・技街を身に付ける

進学希望看へ逗学指導

資格敢得ができ6

大学への推翼

噛孝科の科目の学習

その他

10c

c 25
%

75

5一 ② 職 業科へ の見学希望

職業高校へ の見学希望

100

0 25 50

%

職業科に対す るイ メージ

就職に脊利

資格の取得ができる

体験的学習が多い

大学 ・短大等の進学が多い

専門知識・技術を生かした仕事に就ける

きめ細かく指導 してもらえる

その他

5一 ①

75 1CO

o

体験入学の希望

%

75

5一 ⑧ 職業科 の学習内容への興味

職業高校 の学 習内容への興味

興味があ る

(27.T%)

興味がない

(40.2%)

正oo
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ウ 結 果の分析 と考察

① 普通科への進学 を希望 しなが ら職業科へ進学せ ざるを得ない生徒 が少な くない。

中学3年 生の うち、普通科 への進学 を希望 してい る生徒が約90パ ーセ ン トであ っ

た。 東京都の公私立高等学校 における普通科 に在籍 してい る生徒は、近年 、85パ ー

セ ン ト前後であ るので、約5パ ー セ ン トの生徒が普通科の受入 れ枠 か らはみ出 さざ る

を得ない ことにな る。 これ らの生徒 は、今後、進路希 望を変更す るか、受験 の結 果に

よっては変更せ ざ るを得 ないこ とが予想 され る。 また、高校へ の推薦入学希望 につい

て は、約73パ ーセ ン トの生徒が普通科受験を希望 し、職業科 を希望す る生徒 は約5

パ ーセ ン トに とどまって いる。

一方、希望 した理 由についての調査に よると、職業科 を希望 した と思 われ る 「知識

・技術 を生か した仕事 に就 きたいため」 と答 えた生徒 は約12パ ーセ ン トで あ った
。

さ らに、約8パ ーセ ン トの生徒が 「自分 の学力 」を希望理 由 として挙 げて いる。

これ らの ことか ら、普通科への進学 を希望 しなが ら職業科へ進学せ ざるを得な い生

徒が少な くない と考え られ る。近年 、普通科志 向が高 ま ってい る と言われてい るが、

この こ とを裏付 けた結果であ った。

今後、職業教育の役割の重要性 や望 ましい職業観 ・勤労観を育成す るたあ、中学校

教 育関係者 は もとよ り、広 く企業 や国民 の理解 と協力を求めてい くことが必要で ある。

② 目的意識 が明確 でない まま高校進学 を希望 してい る生徒が多い。

高等学校へ の進 学を希望 する生徒の 中で最 も多いのは、 「将 来の進路が決 まってい

ないので、 とりあえず入学 したい」 と答えた生徒で、約35パ ーセ ン トであ った。 次

いで、 「大学進学 に有利 」 と答え た生徒が約30パ ーセ ン トであ った。 また、 「自分

の学力 」 と 「親 か らすすめ られて」が合わせて約13パ ーセ ン トであ った。

これ らのこ とか ら、 目的意識が明確でない まま高校進学 を希望 している生徒 が相 当

多数 に上 って いると考え られ る。 多 くの生徒 は、 「将来、何 を したいか分か らないが、

と りあえず普通科へ入 ってお こう、大 学へ進学す るには有利 だ し」 と考えて いる と予

想 され る。中学校 にお ける進路指導 の在 り方 を改 めて見直 して い くこ とが必要 であ る。

③ 中学生の職業科に対す るイ メージは、必ず しも悪 くはない。

職業科は 「就 職に有利 」 「専 門知識 ・技術 を生か した仕事に就 ける」 「資格が取得

で きる」等 と答えた生徒 が約50パ ーセ ン トで あった。一方、約20パ ーセ ン トの生

徒が 「大学 進学が困難 であ る」 と答えて いる。

また、職 業科へ入学す るための メリッ トと して、 「知識 ・技術 を身に付 けることが

で きる」 「資格 が取得で きる」を挙げた生徒がいずれ も約36パ ーセ ン トで最 も多か

った。

さらに、職業科へ の体験入学 を希望 してい る生 徒は約16パ ーセ ン ト、学校 見学を

希望 して いる生徒 は約30パ ーセ ン トであ り、職 業科の学習 内容に関心 を抱 いてい る

生徒 は約27パ ーセ ン トで あった。

これ らの こ とか ら、 中学生の職業高校に対す るイ メージは、必ず しも悪 くはない と

思われ る。生徒 の多様な進路希望 に応 じた教育課程 の編成 ・実施す るこ と、各専門学
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科 の教育 内容 や卒業後 の進路状況等 につ いての中学校への情報提供に努あ るこ と、職

業科 で学 んだ生徒 が大学へ の進学 の際 に不利な扱い とな らな らない ような制度の充実

を図 る ことな どに より、職業教育 に興味 ・関心を持 った生徒の入 学を促す ことがで き

る もの と考 える。

(2)中 学校 におけ る進路指導(調 査B)

ア 調査 のね らい

中学校 の進路指導担 当教 師を対象 に、各 中学校にお ける進 路指導の実態を調査 し、

中学校 における進路指導 の課題 を探 る。

調査 の結果イ

1進 学指導で参考にしていること

職・・■■■ ■

・槻・■ ■ ■1

・・醗 ■ ■ ■ ■ ■ ■

・・フ・珊 ■

・・方・… ■ ■■ ■ ■

一 髄

・唖

G255C75且OO

%

3職 業科へ期待す ること

寛識・技術を身に付ける

進学希望者への進学指導

・… 歌 ・・□

織 『
.。。1

2進 路指導 で最 も重視 してい るこ と

短識 ・技術を身に付ける

… ・者一の… ・自

資一 … ■

… 一 一 回

・一 … 学掴

その他 　

C2550

%

4職 業 科 に 対 す る イ メ ー ジ

・学・やす・悔

識1;::富富 』
勃 ・一 櫓]一

購 ・・労観鰍 せている四 圏

大鱒 へ醇 幌 し・■■ ■■

輔'　 器 謙 富F塵
.

・・州
o 25 駒

%

100

75

職的学習・釦 口■ ■■■■■■■■

lQG

025巽75EC。

5職 業高校 の進 路指導 や生活指導 に対す る要望

① きめ細 かい指導 がで きるような教育条件 を整えて欲 しい。

② 体験入 学の ような機 会を設 けて欲 しい。

③ 機械 や コンピュータな どを興味 のある生徒 に十分 に活用 させて欲 しい。

④ 入試 の際、学力 だけでな く、 目的意識、意欲、 ま じめ さ等を見て判定 して欲 しい。

⑤ 一 日体験入学で は、楽 しさを強調 して欲 しい。

⑥ 現在の社会の要求に あった技術の習得に力 を注いで欲 しい。

⑦ 現 在の生徒 は、多 くの進路に対応で きる多様性 のある進路 の可能性 を望 んでい る

と思 う。

⑧ 学 校で学んだ ことが、卒業後の進路 とどのよ うな関連が あるのか知 りたい。
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ウ 結果の分析 と考察

① 中学校では進路指導を充実す るため、さまざまな情報を参考に しよ うとして いる。

中学校の進路指導担当教師が参考 に して いるこ とは、 「学校説明会 」が59パ ーセ

ン トと最 も多 く、 「高等学校の指導方 針 ・実態」が38パ ーセ ン ト、生徒のr学 校見

学」 と 「体験 入学」がそれぞれ30パ ーセ ン トと26パ ーセ ン トで あった。各 中学校

では多様 な情 報を活用 して進 路指導 を行 お うとして いる と考え られ る。

この ことか ら、各高等学校 では学校説 明会、学校見学、体験入学等の さまざまな機

会 を通 して学校 の指導方 針、指導 内容 、生徒の活動状況等 について 中学校の生徒や教

師の理 解を深め るように努め ることが大切で ある。 この ため には、進路指導部等 を中

心 に、教務 部、生活指導 部等の各分掌 や各教科担当が連携 を図 りなが ら組織的 に中学

校への情報 提供に努めてい くことが重要で ある。

② 中学校 では、生徒の希 望を最 も重視 して いる と答えてい るが、本人 の希望が生 かせ

る選 択の範 囲は極めて限 られてい ると考 え られ る。

進路指導に当た って最 も重視 している ことは、 「本人 の希望」 と回答 した教 師が約

85パ ーセ ン トと最 も多か った。 また、 「本人 の学力 」が約9パ ーセ ン ト、 「親 の希

望」が約4パ ーセ ン トであ った。 これ らの結果 を表面的 に解釈す れば、 中学校 では本

人の希望 を尊重 した進路指導が行われている と言 うこ とがで きる。

しか し、中学生の意識調査の結 果か ら、 中学生の 目的意識 は極 めて曖昧で ある こと、

また、職業高校生の意識調査か らは、 職業高校生 の多 くは自分 の学力 や教師 の意 見に

よって学校を選択 してい ることが明 らかであ った。 さ らに、 「本人 の学力 」や 「親 の

希望」を最 も重視す る と答えた教師が合 わせて約13パ ーセ ン トに達 して いる。 これ

らの こ とか ら、特 に学力の低い生徒に とっては、本人 の希望が生かせ る選択 の範 囲は

極 めて限 られてい る と考えたほ うが実態に近 い と思 われる。

したが って、職業高校へ入学す る生徒の中には、学力 に 自信が な く、不本意 なが ら

職業科を選択 した者が少な くない と考 え られる。 この ような生徒 に対 して どの ような

指導 を進めてい くかが、職業高校に課 せ られた大 きな課題で ある。

③ 職業高校に対 して生徒の多様な進路希望 に即 した指導 を期待 している。

中学校 の進路担当教師が職業 高校に対 して期待 して いるこ との 中で最 も多か った こ

とは、 「知 識 ・技術を身に付け る」 ことで あ った。 また、 「進学希望者へ の進学 指導 」

と 「大学への推薦枠の拡 大」を期待 している教師が、合わせて約40パ ーセ ン トであ

った。 この ことか ら、職 業科には、知識 ・技術 を身 に付 けるこ とを期待 して いる一方 、

生徒の大学 等への進 学希 望に も配慮 して もらいたい と、生徒の多様 な進路希望 に即 し

た指導 を期 待 してい ると言え る。

職業高校へ進 学す る生 徒の中には、学力 に自信が な く、不本意 なが ら職業高校 を選

択 した者 が少 な くない ことか ら、 中学校側 に 「大学へ進学す るの は無理だか ら、せ め

て職業高校で手 に職 を付けた方 が良 い」 との考え も背後 にあるように思われ る。

④ 社会の変 化や生徒 の実 態に即 した教育 内容 ・方法の工夫改善を期待 してい る。

中学校の進路 指導担 当教師は、職業高校 に対 して体験入学の実施や高校卒業後 の就
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業状況 な どの情報提供 を期待す る とともに、生徒 の進路希望 等に応 じた弾 力的な教育
　

つ ピ ヒヨ

課程 の編成 ・実施、社 会の変 化に応 じた教育 内容の工夫改善 、 きめ細 かな指導な ど、

生徒 の実態に即 した指導 を期待 してい る。

(31職 業高校 生の進路意識(調 査C)

ア 調 査のね らい

職 業高校生の進路意 識調査 を通 して中学 校 と高等学校 におけ る進路 指導 上の課題 を

明 らかに し、改善 の方策を探 る。

イ 調 査結 果 踵

1在 籍校を選 んだ理由2在 籍校 を選ぶ 際に参 考に した こ と

将来の進路

自脅の学力

堂科への輿味

その他

'一コ

観

兄弟

友人

敦師

先藍

その他

0 C2 40 .60 8C tCG

3在 籍校についての入学前の調 査

体験入学、学校鋭明会

学按見挙

掌校案内

中学校の進路説明会

文化祭、体育祭

都立高等学校招介(明 日のあなたに)

先輩の猛

先生の話

風 兄弟の緒

その他

4高 校 の学習 に対す る満足度

はい

いいκ

どちらともいえない

i'ec

5学 習 内容 と将来 の進路 6専 攻科へ の進 学希望

関連した進路

・-1■

はい

いいえ

どちらともいえない わから鉱い

■

寸

o 20 4c 6C 80 loo o 4e 60 8ClOO

7進 学希望

・・一

一.趨』
雪

8資 格取得状況

測量士掩ユ

情1灘茎
ガス溶接 、

薦 嚴 技術専門学校 ■

・州

c

舅三諾 黒望崔鶴 卦
罐 師ゴ

危険物取扱責任者
土六施工菅理技師:
電気=事(一 種)
電気=事(二 種)

計算技術検定
情報技術検定

33 ε7 ICC
その他一

01C 2C30 4C一 一

'一一 款
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9資 格取得希望

測量±捕
造園鼓街検定

情報処理技斑者
ボイラー技術

危喚物取扱書
ガス溶接

3級 自勒廠整備士
第三租竃気主任技斑者

珊理魔
毒積劇物物取扱責任者

土太施工管理技師

』

訟圭叢1三塁1]==ヨ
麟 饒冨 富 』』その他一

〇20406G8GIOC120

10資 格取得や進学指導に対す る希望

謙liiili包

欝1讐1目 』
酵 鱒 ■■■

噸L .
。25認 751㏄

ウ 結 果の分 析 と考 察

① 職業高校 は多様 な生徒 に対応 した教育を推進す ることが必 要であ る。

職業高校 を選ん だ理 由で最 も多か ったのは 「自分の学力 」で約36パ ーセ ン トであ

った。 これ らの生徒 の多 くは、学力が もっと高 ければ普通科 へ進学 したか った、いわ

ゆ る不本意入学者で ある と思われ る。

一方
、 「将来 の進路 」 と 「学科への興味」に より職業科 を選 んだ生徒が合 わせて約

58パ ーセ ン トで あ り、 目的意識を持 って職業科 に入学 して くる生徒が過半数 を越 え

て いる。職業科 には、 このように多様な生徒 に対応 した教育 を推進す る ことが求 め ら

れて いる と言え る。

② 進路 指導に当た って、中学校 の教 師の役割 は極めて重要であ る。

職業科 を選 ぷ際 に参考 と した ことの中で最 も多か ったのは 「中学校 の教 師の意見」で

約42パ ーセ ン トで あ った。 また、在籍校 についての入学前 の調査で も 「先生の話」 と

答えた生 徒が約32パ ーセ ン トと 「学校見学」 と並んで最 も多か った。 この ことか ら、

中学校 の教師は、生徒一人一人の適性、能力、進路希望 等を的確に把握す るとともに、

各高等学校 の特色、特 に職業 に関す る各学科 の教育内容、卒 業後の進路 等にっいて十分

に把握 して お くこ とが大切であ ると言え る。

③ 職業高校 は学校見学、学校説明会、体験入学 等の機会 を通 して学科 の特色 や教育 内容

な どにつ いての情報提供に努め ることが大切 であ る。

在籍校 にっいての入学前の調査で最 も多か ったのは 「学校見学 」 と 「先生 の話 」で、

約32パ ーセ ン トとほぼ同数であ った。次 いで 、 「体験入学、学校説明会 」で約21パ

ーセ ン トで あった。 この ことか ら、各高等学校 では、学校や学科 の特色、教育 内容 、卒

業後の進路等について学校見学、学校説 明会、体験入学等の機会 を通 して 中学生 や中学

校の教 師への情報 提供に努め ることが大切で ある と言え る。

④ 職業高校は、進学 希望者 に対 して どの ように対応す るかが問われてい る。

職業高校卒業後、 進学を希望す る生徒 は、約50%で あった。進学希望先 は、 「各種

・専修学校」が一番 多 く約21パ ーセ ン ト
、次 いで 「大学」の約20パ ーセ ン トで あっ

た。職 業高校イ コール就 職 とい う図式 は成立 しない。進学希望者に対 して どの よ うに対

応す るかが問われてい ると言 える。
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(4)職 業高校 にお ける進 路指導(調 査D)

ア 調査 のね らい

職業 高校(農 業 ・工 業)に おける生徒募集へ の取 り組み及 び進路指導の実態 を把握

し、進路 指導 を改善 ・充実 するための課題 を探 る。

イ 調査結果

1生 徒募集 の取 り組 み2進 路指導計画の作成

学朧 ・討委員会等… 〕■ 嘲 コ ■■

偉験人学の実施

… 明会・実・■ ■ ■■■ ■ ■ ■

・鋤 問嚇1■ ■■■■ ■ ■

・校鱒 ・作成薗 ■ ■■ ■■■ ■■

…1
025巽7510c

3進 路指導のた め実施 してい る内容

進学のための補鴛

賢格取碍のための講習

進学 ・就職の模擬鼠験

進路希望者のためのコース設置

進路適性検査

進路檀簑

進路情報の提供

遊路ガイダンス

面接指導

工場見学

溝路希望調査

会杜見掌

その他

%

4専 攻科設 置の メ リッ ト

学費が安い

生徒が集まりやすい

高度な賢格取得が可能

進路選択の幅が広がる

高度な専門知識が得られる

企業からの求人が得やすい

その他

曽

一
%

イ 結果 の分析 と考察

① 職業高校で は、学 校見学、学校説 明会 、体験入学等 を充実 して い くことが必 要であ る。

「体験入学 」 「学 校説 明会 」 「中学校訪問 」等 の実施や学校案 内等 の作成 は、いずれ も

20パ ーセ ン ト前後 であ った。 中学校 の進路指導 の実熊調査か ら、各職業高校 の取組 は十

分で ある とは言 えない。今後、 これ らの取 り組 みをよ り一層工夫改善 しなが ら実施 して い

くこ とが必要で ある。

② 入学時か ら卒業時 まで組織的、計画的 に進路指導を実施す るこ とが必要であ る。

3年 間(4年 間)を 通 した進路指導計画を作成 し、 これに基づいて進 路指導 を実施 して

い る職業高校 は約半数で あった。各学校 においては、明確 な 目的意識 を持たず に入学 して

くる生徒が増加 して いる実態があ り、入学時か ら卒 業時 まで組織 的、計画的な進路指導が

一層 重視 されな けれ ばな らない と考え る
。

③ 生徒 の多様 な進 路希望に対 応 した指導 体制 を整 える ことが必要で ある。

進学希望者 のための コースの設 置や補講の実施 を して いる職業高校 はほ とん どない。進

学希望者 が多い実 態か ら、生徒 の多様 な進路希望 に対応 した指導体制 を整え る ことが必 要

で ある。
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⑤ ま とあ

① 中学校 における進路指導の実態 と課題

調査結果か ら、 中学校では、各職業高校 の教育方 針や教育 内容 な どの多様 な情報 を活

用 して進路指導 を充実 したい と考えてお り、約3分 の1の 生徒が職業科 の学習 内容 に関

心 を抱 いて いる と答えて いる。 しか し、一方 では、普通科へ の進学 を希望 しなが ら職業

科へ進学せ ざるを得 ない生徒や 目的意識が明確 でないまま職業科へ入学 して くる生徒 が

少 な くない ことが分か った。

各 中学校 において は、生徒一人一人の適性 、能力、進路希望等 を的確 に把握す ること、

職業教育 の役割の重要性や望 ま しい職業観、動労観 を育成す るための指導 を充 実す るこ

と、各職業学科の教育 内容や卒業後の進路 状況等につ いて理解 を深 める ことな どに留意

す るこ とが必要で ある。

② 職業高校 における進路指導の実態 と課題

職業高校 にお ける学校見学、学校説明会、体験入学等 の実施状況 は、いず れ も80パ

ーセ ン トを超えて いる。 また、 中学校におけ る進路指導 の実態調査の結果 に よると、学

校見学、学校説明会、体験入学等 の機会を参考に して進学 指導 を行 ってい ると回答 した

中学校 は、合わせて約82パ ーセ ン トに達 している。 この ことか ら、 各職業高校 におい

て は、学校見学、学校説明会、体験入学等を さらに改善 ・充実 し、各 職業学科の特色、

教育 内容、卒業後 の進路等 につ いて、中学 生、保護者、 中学校教 師等の理解 を深め るこ

とが大切で ある。

また、 目的意識 が明確で ない生徒や普通 科へ進学 したか った生徒 、卒業後、大学や専

修学校 等へ の進学 を希望す る生徒な ど多様な生徒 が在籍 してい ることが明 らかにな った。

この ことか ら、職業高校 は、多様 な生徒の実態に即 した教育 を推進 す ることが必要で あ

り、 このためには、入学直後か ら卒業 まで組織的、計画 的な進路指導 を実施 してい くこ

とが必要 である。

4進 路指 導計画表の作成

学習指導 要領では、 「生徒が 自らの在 り方生 き方 を考え、主体的 に進路を選択す る ことが で

きるよう、学校の教育 活動全体を通 じ、計画的、組織的 な進路指導 を行 うこと」 と進路指導 の

目的 と指導 上の留意点について触 れて い る。 しか し、本部会のア ンケー ト調査結果 では、進路

指導 計画を作成 してい る学校は約 半数 であ った。 目的意識が明確でない生徒や不本意 なが ら入

学 して きた生徒は もちろんの こと、学科 に興味や関心 を持 って入学 して きた生徒や就職 を 目指

して入学 して きた生徒に対 して も、 自己の適性 や能力 を把握 し、将来の職業生活 に見通 しを持

たせ るな どの指導 を計 画的、組織的に実施す るこ とが大切であ る。

そ こで、 研究員所属校 の実践 を基に、各学校の実態 を踏 まえ、ア ンケー ト調査 の結果等 を考

慮 して、3年 間の進路 指導 計画案 を作成 した。

指導計画の作成に当た っては、 さらに次 の ことに配慮 した。

① ホーム ルーム活動 との関連 を十分 に図 るこ と

② ホームルーム担 任や家庭 との連携 を十分 に図 るこ と

③ 資格取得のための講習、進路情報 の提供、進路相談の実施、企業見学の実施 等にっ いて

は、進路意識の啓発を図 るため、で きるだけ早 い時期か ら取 り組む こと
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進 路 指 導 計 画・表

第1学 年 第2学 年 第3学 年 進 路指導部 ・他

学 将来の進路にっいての関心を高め 自己理解をさらに深め、産業や職 自分にふさわしい進路を選択、決

年 自己の能力や適性等の理解を深め 業や上級学校に関する進路情報を 定す る とともに、卒 業後の生活へ

目 る とともに、将来 の希望の明確 化 検討活用して、進路希望や計画を の適応や、将来の生活における自

標 に努め、適切な進路計画を立てる 具体化す るとと もに、その実現 に 己実現に必要な態度を養う。

態 度 を養 う。 努め る態度 を養 う。

月 指導目標 指導計画 指導目標 指導計画 指導目標 指導計画

自己 の ○進 路オ リエ ンテーシ 自己の確 ○ 進路オ リエ ンテー シ 進路計画 ○進路ガイダンス ○前年度進路結果整理
目標確立 ヨ ン 立 ヨ ン ○進路学習計画 ○進路指導全体計画作成

4 ○進路指導計画の作成 Q進 路指導計画の作成 自己理解 ○進路希望調査 ○進路指導資料作成

○進路学習計画 O進 路学習計画 Oク レベ リン検査 ○学年との打ち合わせ

月 ○進路希望調査 ○進路意識調査 0進 路統計調査

○進路意識調査 O先 輩を囲む会の資料作成

5 進路情報 ○前年度進路情報提供 進路情報 ○前年度進路情報提供 進路情報 0模 擬テス ト 0進 路指導手引完成 ・配布
の提供 ○企業見学 の提供 ○模擬テス ト の提供 0前 年度進路情報提供 0保 護者会資料作成

月 ○企業見学 0企 業見学 ○就職説明会準備

自己理解 ○性格検査の実施 自己理解 ○職業適性検査の実施 進路決定 ○先輩を囲む会 0就 職指導

6 ○保護者面談 を深める 0保 護者面談 0面 接指導
○就職ガイダンス

〇三者面談

月 ()進路希望調査

(最終)

7 ○基礎学力テスト ○基礎学力テスト 就職指導 O模 擬テストの実施 0求 人企業一覧表作成
● ○資格取得講習会 0資 格取得講習会 ○就職説明会 ○就職先調整会議

8 ○進学者一日体験入学 (求人開始)

月 O資 格取得講習会

○進学指導

9 価値観の ○進路相談 価値観の ○進路相談 O面 接指導

確立 確立 ○書類提出、就職試験

月 ○開始

進路情報 ○就職 ・進学情報の提 進路情報 0就 職 ・進学情報の提 進学指導 ○進学ガイダンス ○保護者会資料作成

1G の提供 供 の提供 供 ○模擬テストの実施 ○推薦会議の実施

○大学推薦入学試験開 ○学校説明会資料作成

月 始
職業観の ○専門学校応募開始

確立

11 進路実現 ○社会人入門ガイダン ○進路説明会準備
o への努力 ス

12

月

O卒 業研究発表会

1 将来の目 ○ レディネステス トの 進路設計 O進 路希望調査 O大 学入学試験開始 ○今年度の反省
● 標へ の取 実施 ○進路講話 ・進路相談 O技 術専門学校応募 O次 年度計画案の作成
2 り組 み ○進路諸調査 ○諸調査、統計資料の整備
●

り0

○今年度の反省 ・評価

月

OHRに おけ る進路学習 は、 年間5～8時 間を計画す る。 O各 学年で実施する進路

○計画 的進路相談 は、2学 期に実施す る。 学習 を援助す る。

○進学者のための補講を実施する。
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お わ り に

本部会で は、社会 の変化 に対応す る とともに、生徒の実態 に即 した職業教育 を推 進す るため

には、実験 ・実習等 の体験的学習 を より一層重視 した指導 を通 して 基礎的 ・基本 的な知識 ・技

術を確実に身に付 けさせ るとともに、生徒が将来の職業生活に対す る見通 しを持 ち、 目的意識

を持 って学習 に取 り組 む ことが大切で ある と考え、 「実習 」指導及 び進路指導上 の課題 を明 ら

かにす るとともに、改善 の方策 を探 った。

○ 基礎 的 ・基本 的事項 を重視 した 「実習 」の指導 計画の作成

各学校 にお けるf実 習 」をは じめ とす る専門科 目の指導の実 態を調 査 した。 特に、 「実習 」

といわゆる座学 との関連並 びに基礎的 ・基本的事項 と発展 的 ・応 用的事項 との関連 の視 点か ら

指導上 の課題 を探 った。 その結果、い くつかの調 査対象校では、 「工業 基礎 」の指導内容が各

学科 の 「実習 」の内容 その もので あるこ と、学科 に よっては専 門科 目の内容 が多 岐にわ り学校

や生徒 の実態 に即 して指導 内容 を焦点化す る必要があ ることな どの課題が 明 らかにな った。 し

か し、各学科 におけ る基礎的 ・基本的事項 を論理 的に明 らかにす ることは困難 であ った。 結局、

各学校 におけ る指導 の実態 と研究員の経験か ら基礎的 ・基本 的事項 である と思 われ ることを選

ぶ に とどまった。

次 に、 この結果 を踏 まえ、各学校の実態を参考 に して基礎的 ・基本的事項 を重視 した 「実習 」

の指導計画 を作成 した。作成 に当たって は、 「実習」 と他の専 門科 目との指導 内容、指導 順序

等 の関連や基礎 的 ・基本 的事項 と発展的 ・応用的事項 との関連 な どに配慮 した。

○ 中学校及 び職業高校 における進路指導の実態 と課題

中学校 の生徒 と教師及 び職業高校の生徒 と教師に対 してア ンケ ー ト調査 を行 い、 中学校 と職

業高校 における進路指導上 の課題を明 らかに し、改善 の方策 を探 った。

その結果、次の課題が明 らかにな った。

① 中学校 における進路指導上の課 題

各中学校 においては、生徒一人 一人の適性、能力、進路希望等 を的確 に把握す る こと、職

業教育の役割の重要性や望 ま しい職業観、勤労 観を育成す るたあの指導 を充実す る こと、各

職業学科の教育内容や卒業後 の進路 状況等につ いて理解 を深 めるこ とな どが必要 である。

②職業高校 における進路指導の実態 と課題

各職業高校においては、学校見学、学校説明会、体験入学等 を改善 ・充実 し、各職業 学科

の特色、教育内容、卒業後の進路等について中学生 や中学校教師へ の情報提供 に努 める こと

が大切で ある。 また、 目的意識が明確でない生徒 や普通科へ進学 したか った生徒、卒業後、

大学や専修学校等への進学を希望 す る生徒 な ど多様 な生徒が在籍 して いるこ とか ら、職業 高

校で は入学直後か ら卒業 までの計画的、組織的 な進路指導 を実施 してい くとともに多様 な生

徒 の実態 に即 した教育 を推進す ることが必 要で ある。

最後 に、研究員所属校 の実践 と各学校の実態 を踏 まえ、 ア ンケ ー ト調査 の結 果等を考 慮 し

て進路指導部を 中心 と した3年 間の進路指導計 画案 を作成 した。指導計画 の作成 に当た って

は、特に、資格取得のための講習 、進 路情報 の提供、進路相談 の実施、企業 見学 の実施 等に

っいて、進路意識の啓発を図 るため、で きるだけ早 くか ら取 り組 むよ うに配 慮 した。
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